
（仮称）次期堺市基本計画骨子（案）

未来を創るイノベーティブ都市
～お互い多様性を認め合い、明るい未来を築き、新たな価値を創造し、QOLを高める～

Ⅳ.堺の将来像

① 人、企業が躍動する「持続的な経済成長」
民間投資を呼び込み、新産業の創出、多様な人材の活躍により、地

域経済の活性化につなげ、堺市の持続的な経済成長を実現します

④ 人生100年時代の挑戦「健康・福祉の充実」
超高齢社会に対応し、誰もがいくつになっても、心身ともに健康で、生

涯にわたり活躍し、輝きながら暮らし続けられるよう、介護、医療、福祉

の充実を図ります

② 歴史資源の魅力や文化芸術を創造する
「都市ブランド力の向上」

類まれな歴史文化資源に磨きをかけ、後世にその価値を引き継ぐとと

もに、文化芸術の魅力を高め、新たな交流を生み出し、都市ブランド力

の向上につなげます

1.新産業やイノベーションの創出

2.戦略的な民間投資の誘導

3.魅力的な農業の展開

4.多様な人材の活躍

1.人生100年時代の健康の実現

2.地域医療体制の充実

3.高齢者福祉の充実

4.地域福祉の充実

5.障害者が生き生きと暮らせる

環境形成
6.暮らしを支えるセーフティネット

の構築

2.教育環境の充実

3.子どもたちの健やかな育ちを守

る

Ⅶ.計画推進の
基本的視点

人権・多様性の
尊重

全ての施策に人権の尊
重、多様性の尊重の
視点を取り入れて取り
組む。

Society5.0

ICTの活用、データドリ
ブンの実践により生産
性や住民サービスの向
上に取り組む。

財務戦略

堺の成長を支える安定
した歳入の確保と効果
的・効率的な歳出を推
進する。

公民連携

民間企業、近隣自治
体など多様な主体との
連携により住民サービ
スの向上に取り組む。

区の機能強化

7つある区の特色や地
域の実情を踏まえ、市
民に最も近い区役所の
機能を拡充させ、区民
にとってより利用しやす
い区役所をめざす。

Ⅰ.計画策定にあたって

計画の位置付け
• 本市が取り組むべき方向性を示した都市経
営の基本戦略

• 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を統合し
た計画

計画期間
• 2021年度から2025年度までの5年間

Ⅱ.社会潮流

1.少子化の進行に伴う人口減少の加速と超
高齢社会の到来
2.新型コロナウイルス感染拡大による世界経
済への打撃
3.Society5.0の実現による高度情報化社
会の到来
4.安全・安心な社会への希求
5.地球規模の環境問題への対応強化
6.市民ニーズや価値観の多様・複雑化
7.公共のあり方の変化
8.SDGsへの関心の高まり
9.新型コロナウイルス感染症の影響によるライ
フスタイルの変化

Ⅲ.主要指標から見る堺市の状況

1.将来推計人口
• 2030年には80万人を下回り、2045年
には70万人を下回る見込み

• 高齢者は2040年には3人に1人（高齢
化率34.3％）に増加する見込み

• 後期高齢者は2045年には5人に1人
（後期高齢化率19.8％）に増加する
見込み

• 団塊ジュニア世代は、2030年には全員
50代、2045年には70代となる

2.将来推計世帯
• 2025年に世帯数はピークを迎える
• 単身世帯の比率が高まる見込み
• 夫婦と子どもからなる世帯は2015年の
10.6万世帯から2030年には9.4万世
帯、2045年には8万世帯となる見込み

• 高齢者世帯に占める高齢単身世帯の比
率は2015年の35.8％から2030年に
42.4％に増える見通し

3.人口動態、昼夜間人口比率
• 2013年以降は、自然増減、社会増減
ともにマイナスに転じている

• 合計特殊出生率は国や大阪府を上回っ
て推移しているが、出生数の減少が続い
ている

• 人口移動は、転出超過が続いており、特
に大阪市、東京都への転出超過が多い

• 昼夜間人口比率は、100を下回る水準
で推移している

戦略的広報

本市の成長と住民サー
ビスの向上に資する広
報活動に取り組む。

推進基盤

SDGsの推進

誰一人取り残さない
SDGsの理念を踏まえ、
SDGsの推進に向けて
取り組む。

戦略的手段 財務・組織

1.歴史文化資源の魅力創出

2.文化芸術の魅力発信

3.スポーツタウン・堺の魅力創出

4.国際交流

5.伝統産業の継承

多様な主体の
パートナーシップ

市民・事業者・行政な
ど多様な主体がともに
堺の発展に向けて、
パートナーシップを構築
する。

Ⅵ . 重点戦略

重点戦略 施策

③ 子どもたちの「今」が大切にされ、健やかに成長できる
「子育て・教育の環境形成」

子どもたちの「今」を大切に、安心して子育てができるとともに、より良い

環境で教育を受けられ、未来に羽ばたける環境を形成します

1.安心できる子育て環境の形成

⑤ 快適な都市環境を形成し、安全・安心を生み出す
「強靭な都市基盤の確立」

市民生活・企業活動の基盤として、環境にやさしいまちが形成され、

住んでいる方、働く方、訪れる方など堺に関係する人々が安全を享受し、

安心して活動できるよう、災害に強く強靭な都市を実現します

1.災害に強い安全・安心な都市

の形成

2.効率的なインフラの更新

3.交通ネットワークの形成

4.地域温暖化対策・エネルギー

施策の振興

5.循環型社会の形成

6.犯罪のない安心して暮らせるま

ち

Ⅴ.空間像
（エリアの将来像）

 都心
＜堺東＞
• 商業、業務、文化、行政などの都
市中枢機能の集積、歩行者が主役
となったウォーカブルな空間形成

• 観光・居住・商業などの多様な都
市機能の強化と交流する拠点の形
成

＜堺駅・堺旧港＞
• 関空、国土軸を結ぶ関西の広域的
なアクセスに加え、なにわ筋線開
業を見据えた業務、商業、交流の
都市空間の形成

 ベイエリア
＜臨海部＞
• 製造機能、物流機能等の企業集積による
産業拠点の形成

＜堺浜＞
• 海辺を活かしたにぎわい機能や親水空間、
スポーツや健康づくりの場の創出による
海辺のレクリエーション拠点

 中百舌鳥
• 大学、産業支援機能の集積を活かした新
たなイノベーションに出会えるエリア

 泉北ニュータウン
• まちとひとの生活スタイルを新たにデザイ
ンしなおし、豊かな緑空間と多様な都市機
能が融合した21世紀型の田園都市

• ICT等の先端技術を活用し、スマートシ
ティの実現によるQOLの向上

• 医療・文化・学術機能を活かし、子育て・
健康をテーマに取り組む健康長寿のまち

 美原
• 南河内との交流を結節する東の玄関口とし
てのエリア形成

 環濠
• 環濠都市としての風格、歴史的なまちな
みを活かした来訪魅力の創出

• 堺の歴史や文化に触れる機会の創出、魅
力があふれる空間の形成

 大仙公園・百舌鳥野
• 未来へ継承していく全国16万基の古墳の
聖地として、百舌鳥古墳群の保全・継承
と世界遺産の価値や魅力の発信

• 国内外から多くの来訪者にとって魅力の
ある、おもてなし環境の整備

6.大仙公園エリアの取組

5.堺東駅エリアの取組

6.中百舌鳥エリアの取組

8.堺浜エリアの取組

7.堺駅・堺旧港エリアの取

組

7.泉北ニュータウンの取組

 資料3へ

資料2

基本的視点

空間像

将来像

重点戦略

計画構成イメージ

Creative
（クリエイティブ）

～創造する～

Legacy
（レガシー）
～受け継ぐ～

Smart
（スマート）
～賢く～

Sustainable
（サステナブル）
～持続可能な～

Resilient
（レジリエント）
～強くしなやかに～

Diversity
（ダイバーシティ）

～多様性～

Health
（ヘルス）

～健康・長寿～


